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　　　　　　　　50ま　えがき
　この報告捻／954年夏，岩手県減穿賭β一帯でおこなった、マ

ス・コンのチヤネノレについての研究の中周報告である。

　本報告は、／95す～∫6年におこなう予定の再調査の証果とあ

わせて」慈表’する。

　なお．この研究に際して．直接援助を与・えられ，た方々は’つぎ

の通りである。ここに深く感謝の意を表するものである。泓名

は当時のんので、順不同。

　石圃栄助氏（岩手大学．）、毛藤勤治氏（県庁），申村高彦氏‘

（県庁）．菊田　広氏（放送局），中蜂文鐙氏（彼送局）、菅
　　　　　　　　　　　　　　　ヒ野馬郎氏（富山局），森　嘉兵衛氏（岩尋大学），佐々木惣占

断（露頭：禽庁）、三砂地徽夫氏（・／），大村凌則氏（0岩尋の保

健），池田徹郎氏（緯度観），佐藤穿徳氏（江剰地方電着断う，

千葉正志氏（〃）、畠山誉一部氏く民声紙），小沢象茎氏（岩

谷堂高校）

　このほか，聞接に魯魚を与えられた方々、岩手大学の学生妻

君，森永製桑＝，田辺製薬，日本油脂．アリツジ対ン・タイヤ

の朗梅壷にも恵謝する次第である。

　なお、研究所の鉱翼のうち、参加したものは，次のi孟りであ

る．

　　林．度々天、青山博次即，石田正次，面平璽喜、多層保志．

　堤　光臣，赤池弘次，田ロ時夫，植松俊夫∴｛鉛．本達三、

　集計分祈の作業には，釣谷紀子，能代昌子，石川漏子がまと

して当つだ

　この報告は下記のように分担をきめ’て，執、養し，これを西：平

がダイジエストし、：林，青山が校園をしたものである。

　§0～§3虐∋平一ジ§4，§5；植；松，笹島♪§6西耳三、§7≦鈴

木1重8赤池（8’2），多賀（8・3），§9西孚
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　　　　　　　　多エ　研　究　の　罵　的

　われわれの研宛所では、コミュニケーシ！‘ン（一r＿
eLC2　zZ（P7Z．）理論の全智にわたって、研究ずる｛計勘きたて，ぞの

一部分について研究を始めているeとくに．マ笈・コミユ轟ケ

ーション（〃tttO5一一，大：象鐙違以下，マX・
コンと略称写る）の分騨では，いくつ4、の籍晃に着考・していXSt。

　ここではくの室奪な部門のひとつである，マス・コン㊨髄踏

（ζ：，daoz・）z．e9）という向題をとりあげることにした噸すなわち、

惰報・うわさ・デマ・ルーモアなどが、どんな通：踏をとあって

流れ，るかを母幽しようというのである。

　これに欄逮した寧際的な研・究は、いままでにほとんどない。

このような；重路の研究は，i聰葵の祉会の中で．とらえなければ

意味がない。しかし理実の社会で調査を喋る場合でモ，条件ぎ

食うかにし，効「果的な調蛮をおこなろためには．喫黙的方づ法を

とらざなをえないeこの繋験的労法は．メ、々の画題iヒ活を乱さ

ない、不自然でない形で計画されなければならない。以しの恵

を考えて，頻↓にのべるような具体的計画をたて．これに従って

調査：ぎ嚢施した。

　なほ．この調査と同時に．経．潰構澄をしらべる研究の一・一’環と

して，愛名村（才グキムラ）にあ・いて、別の調査歯診こなった、

この結果はすでに、つぎの報告がでさている。

　寸寸時夫：農家経済の統計的分祈工‘統計薮理研究所電報第

．z　6　tS　，2号）

　この中での町村名はいずれ，も調査当時のものであ7S。

　　　　　　　　92　間題の設定
　すでにのべたように，調壼：はあくまでも堤実の社会のなかで．

入々の生きた斑象乞解閉しなけれ’ばなうない。また．劉査を効渠
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的に：するために：．殴めて三富を婁誌確する、こ．と1ζした，そうし一て：、

それうの催物ミこついてあ参かじめ宣俵をし、その宣’伝がどんな

趨路歯と；疹って，どんなぐあ・いに砥わるか豪調．査することにし

た。

　醤籟の内：審：　この昌調壷二かA“硬鴬ト生1治のマズ・コンのi理、象をよく

あらわせ看驚めには．調査に侵う借報の内容唐身もβ嚢生治で

よくあるようなことでめる方がよいでおろう。しかミし新らしい

燈鞭として．人々の興味をひくトピックでなければならない。

このような話題となるものとして、つぎのようなものを凌乱た。

　4農業・生産に画すること一一・…新農具、農薬の展示会

　イ弓丈の人のうワサ話

　σお祭1），　“＃業について…・・・・……一一一一映厘｝，三つの激

　託ξ「常の衣食住、生活のこと・一……衣覆の安売ζt》

　¢寄付金

　ノ村の重大な斐革………・’…’・…………・町フ富合・併㌧開発計画

　2画面のこと，学校のこと………・・…（新らしい先生の5わさ）

　この雄蕊の右側は，雲験的に謡うときの情報内容である。

　このうち・〃・e・2などはよほど侵期1蒲在していなし・と

扱うことができない。また尻は心当1，｝を当ったが．当時の墨済

状態で｛漁理であると断わら妖・fのうち験跳動まほとん

ど恋心がないことグ．郵便調査で分かった。町村台併も機が熟

していなかった。

　よのような薙・から考えて．つぎの．二’フ催物を実施したv

　農：村の皆．様のための講：湊と映1蜀の会

　　「江剰：右方の農業の近い将家」　織政課撫　　 渓田勝部氏

　　「縷村の生活様式3　　　　　　　　～詣の保選」編集長　大牟羅　良氏

　　「すぐ役立っ経営改霞」　　　　縣座産調　　毛藤勤治氏

　　企画（青い地Sii．明肩とはいわず、日本の笈）

　　　　　　　　ま催　　岩　手　県

　　　　　　　　俊綴　　岩浄県㊨民保険団体蓬含会

　　　　　　　　　　　　　　C，［｝g



し，　いわて三つの歌

　　　　プロデューサ・・V”

　　　　司　会

　　　　伴　奏

破
上
金

転
義
賞

　　　　　　　　N月K　　管野∫杉部氏

　　　　　　　　N8K　　鈴木　力芝
　　　　　　　～i－tK　　　　専ン蚤ピアニス　ト

　（南極の秘塊、ポパイの漫画）

　三つうたった方に　　ノ000円

　二つうたった方に　　∫ク〃円

　一一つうたつた方に　　　300　円

　残念賞あり

主イ窪　　摺与県教皇委噴会

後援　　N目K盛岡放送局

遺伝の実施方法などは，皇4でのべる。

　　　　　　　　§3　調査地点の概要
　調査地焦をきめるためには，前後ヰ回にわたる下尾をおこな

った。この結果，岩・手県下剰郡岩谷堂町（水沢市東方約5Kケn）

の後脊地～帯で調査をおこなうことにした。この蛇帯は、つぎ

のような調査に訟要な条件を満しているかうである．

　条件マ．調査が実駿的な形をとるから，余・分な条件を十分＝1

ンhロールできなければならない。このために剰戟の少ない安

定した，しかも同じような村が並んでいるところがよい。

　条件2．ひとつの中心地があって，そのまわりに2次元的ひ

ろがDをもっかノセンヌ1彫にひろがっている地帯であれば㌧宣

イ云の能i牽1がよくな：る。

　条件3．できれば，近いうちにその地域で急きな変革のある

ところが，そ’の変革についても調査：でさるので，つこうがよい。

　江刺地方でぱ，猿ケ后川総合膚整土地改段享素と町村合併同

趨があt〕そうであった。
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この鵡方の概念図ぱ6kのと穿りである、

青森

脇国鉄

一パス
へ！川

　バス会社の営業斯も岩谷堂にあり，他の営業所との棺昼衆入

れ’の踏謀もあるが，大部分は岩谷堂：から出るものである。郵便，

電．信．電話、貨物便などもすべて，岩谷堂が中心となり，ここ

を経由している．

　村の周の道路はないわけではないが．自転車の避行が可熊な

遂は．バ又路線以外にはほとんどない。

　また岩谷堂は大船漫地方への衝造として栄えた町で，水沢を

しのぐ時代があったが，国鉄の大1船渡線（一の岡より）の穿通

により．お・とろえた。

　この地方の産熊は米．壷．養蚕、タバコなどが主である。髪

宿では疏・菜、山勉では薪炭，平1遡の一部でりンゴがあるeなお・

俸手には爪規槙な銅山がめり，藤里、王里などでは亜庚が虫る。

ちなみマこ、米の敗量（心当1）は山地で1后2斗・・一v2石6斗1平
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地でア石4斗～3石である。

　　　　　　　　ξ4　調査の　企画
　さきに92でのべたよ5、な二つの催物ま露施するにあたって、

この地方でごく普通の宣伝前壷えた。しかし、その計画の金匠

を喫施するだけの予測がなかった。ここでは輿瞭におこなった

宣伝だけをあげておく。

　4・1　憲伝の方法

　！．諸藩ルーbl公の伝達に準ずる。このため農業鼓映普及

　　　　　　　　　事務所を通じて、惰報を流す酪

　‘，Z．チラシ　：いろいろな広告とともに，催肋の千うシを、

　　　　　　　　　迂生が・一軒一軒くばって歩く。

　v？，　水’ズウー一　；学生が貼って歩く。

　4、‘さそいかけ1学生が・Pt・　igl一軒訪丸して、催物のあること

　　　　　　　　　を話し．ま：たメガ水ンでドナッテ歩く、。

　ダ．もらしてしまう1わざと公共機霞など、人の出入の多いとこ

　　　　　　　　　ろで”うっかり話してしまう”ような形で

　　　　　　　　　宣伝する、

　6、　ウワサ　＝バスの中で学生の棄子、が大声でウワサをす

　　　　　　　　　る。

　ク．　公共の私人　；中tktiN地である：岩’金堂町4巽：場の一女事務員に公

　　　　　　　　　共電話のあとで，友．丈に話をさ辻る。

　4・2　宣伝の各村への劃りつけ

　上記のような宣伝方法を，岩谷堂広々・らの遠近や交遡亭惰．

同じ村で上演会と三つの歌の連隊方法がにていると，調査の

とき麗乱怠るおゼれがあること、普長賛に宣伝をたのみやす

い村などを考えあわせ：て，計画をたてたr

　精報の媒体：これもB常生沽を考えると，つぎのようなもの

がある。ただし、農民が接融寸るものに眼．る。
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　　新聞広脅ノチラシ，ボス9pm，　P．建．ノ映轟藷のλライド

広壱．紹待状などの送付、ラジ育、丁丁放送、公共三門からの

通，知，交遜槻関に乗辻る，有が着から話す，誓通の人のオシ酸

べ：・）i集：会のヒさの雑：談，イ薗ス、の遍し信、

　このほかに，農村では異状な＝ものとしては、アドバルーン、

飛行機のネット・サイン，サンドイッチ・マンなどがある一、

　権報の通路1われわれとしては，主に個人の同を流札るもの

を卜えることにした。すなわち，個人に伝わる方法としてば、

直接に媒体との接融のほかに，家族，友人，近漸の人，ボス、

公式な遜達などが鶴題となる。

　このほかに行｛殴組織や㌧交通路．親旧閥係，通路の禾端での

現象なども｛司題となる。
図
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　ただし、三際には現：麩の審情を鳶慮して、つiぎのように妻更

した。

　稲淵村の／公共の私人ノというのは、てきとうな入がなくノ

また岩谷堂町でもれるおそれがあっ’たので，中止した。このか

1つ‘ノ’てこ、髪完、稲濯1｛両・村で岩手大学の単、生の家．：族を三日：じて、不・

自然でないように，でさQだけ多くの人に話してもらうことに

した。酷羅として約／〃人っ“っに’伝えたことになった。

　広瀬村の三つの三々の，iiぐズターは、戦死者の：村葬があった・寺｛参

入ロにチラシをはることにした、

　谷内村の講演会のボスクーはノ麟りのバスには鶴にあわない

ので，ホ：スター一のこのモンクを璽日清して歩いた、



これ．ら産宜伝の媒体ごとに整理しなお・すとノつぎのとおりになる。

宣伝の媒体 講演会 三つの駅
！公共ルート 酸激普友貰 米塁、藤里 一一一

@一峨　　　　｝一脚一f

　　　瓦Qチラ　シ 岩手大学生 王里．伊手 礪岡，菜P1

3ホごスター ρ　〃 広瀬，谷内 米里簾塁
タさそいかけ ’1 福岡．早川　｛三曳禽獣　，
　　　’Wも　ら しt研免』L」 ｝甲｝ L庭．谷再

@　　．田原．稲面
一FN公共の墾L

6うわさ頭人の岩大生ま

R’ポスタ「研究員　1

　　「　　　　　一一　一・一一一丁｝｝9　偶一　曽一一騨一

Q　　　　　　　　　　　　　悼一，，＿ウ＿一　　・轟　一　　一・、…一・順一　　　↓　一

一…
ｦ葎ヰー一

4・3　調査の黎施方法

講査は受付，下向、追求の3種：類である。その晦容はつぎのと細りであ6るtr

　受付調査：会場の受付’で住所．氏名，性別，どうして知ったかなピを早く。

舘向調査＝もよおしものに来たん及び家なかったぺの中からランダ
　　　　　　ム・’t｝ンフ”ノレをえらび）訪面して面4多翻査する。

　遊束調査，：訪向調査のときに／OOさんからきいた”というような各
　　　　　　だったら，その○○！んを遊いかけ℃さらにソーズにせまる。

　調査を零る封はつぎのとおり

査
査
墨

客
調
靭

蔓
向
求

受
訪
遷

講湊会．南座三つの敬　いつれも叡廊jilli’全資
広瀬ノ福岡、築1｝1、王璽，米里，藤里！伊平（ク村）

丑里．米里

　調査iは4．・3の計畠にうとついて．

潅i起調査は，各村ごとに研究資が岩谷堂島校生を：指揮，監．督してあ’

こなったe

　な診ノ豊富，イ崔物．調査の日程はつぎのとお・りである。宣伝期向

としては4日閥が麺易であろうと驚えた。講演会のポスターは当臼

の正午からはがし始め、1部は翌臼にまた卵つた。講演会のすぐつ

ぎのHから．三つの歌の宣伝を始めると，混乱をおこすおそれがあ

り、！臼あけることにした。

95　調査　の　実　施

　　　　　　　　無率に実施された。平削調査と

J「・1実施の馬下ぐ／タ’一年）

　ク月28臼　普及費へ野積（ただし宣伝蘭始ぱ8月ノ臼より）
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8帽1～4H　繭漫会の豊伝くただし．ボス9　一一をはった

のは谷内1よ8露』；li巳、広島は8月ノ・・・…．2日である）

　　　　南座とし》うの1ま

の紅殻館）で嗣催されたので

したものである。このとき1ま

券を漫した．

　8月8琶

　8月7～／e晋

　8欝ノノ日

　8海／溌～／4日

　　　　”v　／6　a

　8月．～の窪

なお，

講湊・会を囎・催（岩谷堂小学：校）

三つの歌の宣伝

三つの激の会を陶催（岩谷嚢小学校）

欝鐸調査乞実穂

追求調査を実施

南座三つの融がもよおづれ，た

　　．8月．206にたまたま南座（岩谷堂町・

　　　　，このとき南面の協力をぞ：尋て実徳

　　　　，調査：粟と引｛カ、えに，クジド引iミ

　5’2被調査看の数

　受付調査は，出席：看の全員に対して，岩手大学生．の面轟によ

婆実施した．

　謎聞調査は，出席潅の全員と，／9才以上の村氏髪ノ住艮票か

らランダムにえらび出したものとに対してノ面接調査をお・こな

フた、な診、ランダム・サンプルの数ぱ各：村とも／50人から蜜

席宕数（ランダムーサンプルと童複するものを除く）を引いた

残りである。

　邉束調査は必要に応じてみこなった。これは分；醜の綬階での

べ’る。

　5・3調査の工貢目

　受付謂査票

　住所，氏名，生れた年、催別．象：：族同伴着数，世帯主．この

会のあるのをどうして知ったか（これ，は，六六調査をしない；村

のメ、にだけきく）
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訪同調査票
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ふだんの会合

どのくらい

どこで

田本の捜剥i帽離）轟’撫
　iて学

2ク4 堰i仕

ム3｝購に賛成か

　　｛　　瑚歴」

亭1、本　入

C　o
〔世帯主｝

　
1

了陵器轡） 1
1

．．．．．．一．一一．．一一．．．．．一．．L．．．．．一

追求’の場合

は

（問η～2s）を

とば寸

　　　　　　　ξ6　受付調査の結果
　つiざの表のように．講浪・会の出席老一は…総計93人ノ三つの激

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの方は／g4入であった。こんどの調査のねらいは：，うわさの伝

わり方であるからノ訪伺調査が主なねらいであり、出席着の数：

は多い融要はなかった。しかし．このあた，りの催物から考える

と，：地もとの岩谷堂で宣伝しなかったのであるから．かな1｝た

くさんの宏出馬があったと」唱え．Kよいであろう。

　訪周調査をする村からの出席着と，誘同調査をしない町村か

らの出席看に分けて改ると，つざのようになる。

日
目



1　講演会 1三つの歌
　　一
Q一室俘手　3　3

　　　．脚　　　　　　　　　　＿

ｵ醜煮…1酬一触攣」総

三画計捌蝉計

刷
6

｝　　　　　　　ト
p〃「　3　・　と 13S4

鯉匹
賛 管一・

P！〃 124
　　兼．　饗
U8　。～9，ノ

米里｛　｛ 厚

，榊　　L　　　　　的　　　一

E4
　もR”滋
D8昌

P／乙

ﾊ塁　ク ・グ補914匡

ソ3　．1馴～4

柔瑚 3／
ゴ／・

2121
’　　酬　　一

@民　一　　　　　　　　　　「

L瀬P／3 ／3
， ノ　31

樹，
一福岡，

↓

劉
／｝　／新／

・ト計 ♂3
ﾊ

／3 痺N 卵｛卵

｛駕

備　　　稽

　　噌騨噛騨脚鱒

宣・伝

ハ講歌

　丁β

普P．

丁5

’3了

ア〆

　　　　　　　　　　　　　／・／陸離もらし群

　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　l

普：皆浸es　．T：チラシ，P：ポスター，＄；さそいかけ

奮弊三挫3｛埜鉾醐 1三女L備　　考
瀟曽揖±蔦

　　　　　肉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢▼

^㌔i　　　　l歌3ハご又内学生うわさ

?jr　　　　鯉
水沢’ I

＋｝

ﾋr、
／i　l←

愛息1 ゴ傘工5 謡歌、鰻一
岩谷堂 繧U 「趾幽6146・ 　　　　　　　　　　　　F｝四”向R姻／目性不明8ん歌の餅46《

夏至拶1］Lレ目ξu3：口歌二灘家柵L
＋…1［・認　　　　　　　　漏

嵐騰鶴ε一舞司一綱㍉r勿 ㌦i3、π曾爾鰭とも“タ｛
@　｝　　　1

左上の数与はi機i凌1会，右下の数字は三つの旧

識演会のdi・x老総凝93ぺ、三つの最の門扉者総数／9妖

　　　　多ク訪魍調査の紬果
　ここでは，いままでに分赫を終わったことについてだけのべ

る。しかも直々妾この研・宛と簸｝係のあること1：ことS，こめノ他の謁果
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10778

taてきとうな蔵会に．それ・それ略表されQであろう。

　ク泌　催物を知っていた，かどうか

　∠．知っていア三ぺのiiiikを先づ村別にしてみるとつ：ぎ’のように

　　なった。

＼＜1伊乎 藤里 1米璽’1州際
1

→｝22 ；641 夕8
　噛9－wP39

歌　、　　悌生
だスタ裡 ・ボ対一：孝生

‘

、

2．～ 43 ／2 ～o
講

，チラシ撞娯墜員
チ
ラ
シ
1

T．

当
薬ハ｝

．eK．

幽チラシ

・。ノ9

　　　婁

広瀬
／9

ホ脅スター

　3q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：一．．：：．AL：．一一

　こd，tを　宣伝1方法でくらべてみよう。ただし上の表の中で・歌
　　　　ノ
の広濃のボスクーぱ巽常なう’法であったし，議淡会の藤里と米

望の音及費の通知のしかたはちがっていたので．のぞいた。

　2，　宣伝方法副の麺っている率

チラシi竺1柵」

福岡
R〈（

チラシ

／7

学生

　この同じマスの中では大体似た艦騨でている。かぐスターの方

が4M　，〈的な大学生、チラシよりよく短られたのは：意外であった、

　3、　その村で宜伝したメデイアハら直梼短つたと思われ．る人

　　の牽　ただし，知1つている凶を．／oo％としたとき加ってい

　　るべはほとんどが．宣伝と直接に接融している。

　　　一一L一一一r：’一wt．．ewr“r一“一：；；，”一ly’一一p．一’tw’一一”一一”．，．　t一：LT－r，，，r－T一一＝；＝一一“：．．，．，　i．s．　；’一丁・：1：）F一

匿髪墜奪｝劉
tt．III．Ili±一一一，L，．．．一一一1

89⊥9二一＿塗”

i3



4．舶っていた．く、はどのような人が

　各頂目について、単融ランダム・サンプリングとしてノ有

　意差1麓定をし．その結果をのべ：ると

　　性別にみると，男の方が，知ってレ・る毛のが多い。

　　学歴別にみると．高いうが1知っているものが多いv

　　私業別にみると，農蒙・黙業・主婦麻．知らないものが

　　多いr一　（乏～　2クcc？＿）

　　村外1こ憲かける回数、の多い方lx“、5Vつているものが多O・

　　（　Q．　／6　）

　　ふた1’ん7ドス　タ　一で’知・る　もの　1き：ど，　短っ’〈：い　るも　のが　多く、，

　　ふだん人から翻いて知るものほど、舶うないものが多い・

　　（Q　／9　）

　　会議によく宏席する・ものほど，麺っているものが多い。

　　（ρ、2の

　　映画をみるものほど．知っているbのが・多い，（QR．／）

　　新闘をよむ＝ものほ：ど．知っているものが多い．（rPu　。23）

ク．2　催物に下席したものについて

ユ、出席したものの率を村別にみよう。地域性E／みるために）

　図で示す。　　一一，．y

　　　　　　◎翻…

　　　　　　吟瀬／）莱川弩∴賠

　　　　　　　　　紬融＿

　　　　　　　　　）＼◎鱒

　　　　　　　　　　　　i・4



　　ρ（順位葱繭『ク5爺ヲ…

となる。言なわぢ講演会では知っている．くの争い村ほど宏席着

が多かったことといえる。三フの歌は講演会ほどではないが，

やは：り同じ4頃向力ぐみられ，る。

　3，　宣伝方法との円係はほと：んどみとめられ，ない。しかし出

席省の方かうみると、ポ’又ターやチラシで二つたものかご，多く

仕ζ席している、

　4一，　出席したi理乱を三つの駁の出扁港23人．についてみyると、

　　　岩谷堂に行くっいで　　　　39％

　　　3う・もしろそ：う　　　　　　　　30％

　　　入にさそわれ7こ　　　　　　露％

　　　その他　　　　　　　　　　。22e／。

　　　　（二つ以k9えたものを含む）

　5，宏幽しなかった理由は、性別・宣伝方法・地：域の別によ

ってがわらない。

　　　　　　　　　｝三つの歌｝講演会
　　　　　　　一一一一一一fr一一一一一一一一一

　すなわち、宏席老ば近い翁からが多かった．

　2．知っている入の孝と盛席君の琴多との肉旅を，村別の順位．

相劇係．数に．してみると、

　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　・三つの欲1講演会

　　用享が’あった　i　　80％　　　　8タ％
　　　　　　　　i’
　　興味なし　　　1　　／d2　　　　　 6

　　蔽　　14；a
　　緬謡った｝2　12
　　その他　；6｛9
　　　（二つ以t苔えたものを含む）

久3　宣伝はどのように伝わったか

ノ、　なにによって催物のあることをi勧つた．か

催物を毎っていると答乏たものに訂して1ま．なにによってそ

寸

i5



妬を知ったか乞たプねてみた．わ牝われは村ごとに別ぐの宣

伝労法をとったが，っざの姦のように．豊伝を完全にコント

ロールできたと，は’いえない。

無村癬饗慧幽た錨釜）墨画
ホPスター漏控，

a！倉、
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からも相当あるのは，大学生がチラシをま｛ながら話をしたこ

雑によ；るのであろう。f1、っの歌の梁琳も岡様で毎る。

　そのほかでもその村の宣．伝．以鮒で知ったものもいるが，不自

然なものは少い。例えば伊手村にポスターが回るのは：岩谷壁へ

のル・一一　Yに藤里村（ボスクー）次あるからであり王鹿威では隣

臆　（藤里、ホ望）がホ9スク・一で’あっ1三かξ〉であるとfPQえら掌しる。

　三つの徽の場合「メ、からユが40Ngo％である。しかし壬旭

村、伊手村には1大学生バま：：ぎ’っているだろ5ウ、ら，七分近一くが

「ノく、から」（i第、2次i殉）と思わ7しる．講．i湊会｛オ方ぱ三つの・歌よ

i｝幾分ケくなるが，やはリ7∂％程度矛2次的な「人から」が

ある．三フの設と講：演会とで「Kり＼ら」が’異なってくるのは命

玉のせいであろうが、

　情報の漂をきいたこの衡向では，それをいくつでもあげさぜ

たのであるが．実膿にはヱつあげたものが三つ／3　de　．講渓会誌

8ク％もあり，2つあげ’たものは／2％ノ3つあげたものは／％で

あった。そこで一番最初は何で知ったウ、という禽1司はあまり役

に立たなかったが、姑iめて知ったものには「人から」ボケくな

ってあ’り，だんだんうわさ次ひろがっていった状態が幾分見ら

れる，このほか「ホ：スター」も少くなっているのはこれがにの

豊踏越法と蓬って，時闘的にみて惹｛錠性のあるためと思われ・る。

　く7．3　そ牢しを誰に＝言書したか

　ク・1でニュース原に5かのぼったのにラ直してここでは，誰に

伝えたかということを考えてみる、まグ村毎に伝えた蓼1含は、

知っていbものを／ooとしたとき次の表の1量0である。

．一　1．　．m　．　．．　n．　．．　一．　．1　，，H　．　．．＝一．’一．．uF一．．一一一．．　．一．　w一．　：一一．一一　ts一一H一一一rfi”一’　一’一”一’一一Jnt’一一　’一－t一一’一一L””’　pt　一”一一’　r　一’一一’rr一　一”’　’

7ー



　これからみると，全搬的にいって話した：訓金が少ないことが臥

まつ目につくuこれを三つ高論に．ついてみると，村の周に為慰

差はなω。講演会の場合も岡三である。つまり震伝一か厳「が屡っ

ていて｛特にどうということはないわけである。また…三つの歌

と読湊会とをくらべてみれば，繊演’会俊方が弊味が少いぜいか、．

話したがダなくなってL」る．

　つき“に村の中での鮎の後わ導芳が置伝方法によら’ずに安魅し

ていうかどうかを尾るために三つの敬と譲漢会】くの纈’位相簡を

考えてみたところ　 P≒夙643　　飴・es〃，〃69・とな◎擬藩が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も菊るとはいえない，しかしその傾向はある、ので丸渉紺の塵で

の磧わ垂ナ言綜安定していると謡えられる，男と女とで考えると

男の方が旧く話している．

　7・4　どのような”〈’がよく話したすM

　舶っているノくを話したノi話亡ないに分けてみると、つさ’のよ

うなものに蓬がみら才した、

　性別にみると．舅の方が’話ずものが多い。

　卑令剃にみるとノ浩い方が話すものが多い。

　三三別にみると，学圧が高いノなの方が誰すものが多い。（（P26）

　会議に出席する人の方が，話オものが多い。（Qdio）

　映画をみる入の方が、話すものが多い。（〈？2／）

　この結果からみると、社会的に活動的なもtDが話寸というこ

とになるであろう。また三つの歌と調i湊会とでは同じ鯖向にあ

るが講濃会の方には有意差は：みられず，その頼晦があるによま

っている．

　これ，らのことか｝う；考え吾と，「認容をよく理解している程よ

く話すiのであろうと二二られ，る，

　グ・5顧　嶺託した宣伝：媒体との岡係

　／．　接触した豊イ云蝶体の穫類

　谷豊伝媒体ごとに，それ，で知ったものの中どのくらいが，他

8卜



のべに記し蕃かという割含乞みると、

　　tr．x．　．．．．．．．．　fltE　V一：）　一＋．．．　．　il．　｝　’　i

　　　｛つの毅、斗2“で㌶
話し璽ii塁の職帰ゴ左図1禿顛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　＿璽蓮会．笈，タ例毫銀　 L二二！ぐ璃は順位

般二言1にな1｝．凝面した媒体によって比す割合1　x“．epつてくる．？

亀かも宣俵②肖獲によっても三位が’養らないのはわ・達、しろいこ

どである。

　、）¢「人かち2やボスダーで催物に、より％に是があることは、

興瞭：の魚∂・うであろう・。一’才チラシや火学生で，催遷勿の差がな

いことは，両方とも大学生，が三二、的に凄触したため、強い刺戟

となつだ：からかもしれ、ない。

　食，　牽き触．した媒・体の数・に二ついて。

　こ華応は〉桑の表のように：なる。

2s（2遭6ω緩綱

　　　　　　　　柄鑛・

　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　JU　e　it・／36’ρ
　　の

　歌　　　一．　　　．、　　Py一伽8ク

蒙璽蓼㌻蜂拶1綴
　　　　一一H…一一一＋一一一一一…一一一・一・r一……一・一一トー…一一一一一トー一……一・一

　　　　　　　　　1　・iga　1　．〉／’　i　“2a／

　これからみると．接叙した媒体の数グ多いヒいって、鱒によ

く誕すとぽいえないか、幾分その二二桝あるといえるだ・けであ

る。

ク・6　ニユ’・一一一スの通覧を構成するべについて、

／く、からノ（へといヲ．田富ー一又つ伝：は：る経路に登場ずるKはどの

is



ような：入ぐであるか。た：と1えばこ一こ牲の＃令の人．この泓蒙

の人というようにニューースの通路を構浅する入々が分つたなら

は㍉非常にお・もしろいのであるが．これは：悲鴬にむプかしい詞

題であるし又介祈のしに：くいものである。

　ここでは：、ぺからきいたと答えた人，及び羨した人の衡方を

と1）とげてその特徴つ“けを試みたのであみが，通．希人から知「る

とい5ところに差のある外はどの環目にも有意差はなく強V〈

特徴ヒなるものはない。だだ会般的にみだ場合乙つの歌と議演

会とでは，各麟昌’二お・ける今布のかたより方に老干の差が出て

くる。　しかもこ凌しもはっきりした：ものでは：ないが．三．つの毅を

知っでいるものと，講演会を知っているものとでば一応「会議

に二出．るか」「一映｛艶2みるかJ　「新：・庶｝をよむカ、」　「学匠」とVう

四目で逆のカテゴ’りに片よっている。

　三つの歌の：方は知っている人の方次多いのに反して畿潰会の

方は少’くなっている、これかう・みると、うわさの内：容によって

伝わる範囲が異なるとも考えら札るし，～之内唇が理解しにくい

ものはいくら国民：的でも伝わりにくいとこも考えられる。いつ“れ’

に「巳よこのところは：更に汚えなければならない両罐であると恩．

うρ

　　　　　　　§8　追家調査
　追薫翻査は賞用の蘭係で．どの村でもおこなうことができな

かった。そこぞ宜伝や壇理的条・件を憶え、米蟹と£里の2村だ

けでむこなった：。ただ’しこの2村での邉1求貯法は．それぞれつ

敦“のよう冒な方法でおこなつだ，

8・ノ　調査の方法

米里（全数：調査）

1　1字X、首町（ヒトカベマチ）および隣棲部箸の｛部の満／0
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オ以上．の住民’全締を調萱の吋象にずる．

　2　したが顧って各世帯でほとんど全部のべを調査しなければ

な弓ない停ぐ，原則として7人プ・っ刷々に調童薗する。ただし記’慮

が鯵い弐いになっていると謎．世帯嚢どうしが話含って確認’す

るのはがまわない．

　3　とく二二6，7は念を入れて調べること。

　4　人首町の姓へのびるものは、倍勢に応じておこなうこと。

　δ　米酒では三．っの歌だけを鶴題とした｝。

　王望（棟を追いかけるネ法：）

　エ　なtこによって知コつたかをしらべ、そ3Lをさかのほごつてゆ

く。すなわち、　〆××でんから南いた，という場合，その××

さん乱調壷寸る。bZ下これをくi）かえせる隈り．く1）かえす。

　2　その出訴葱としては，ランダム・サンフ。ルをとる。そう

して、同じ人かう翻くことがあるから，蕊宣集めて調整をちこ

ないながら、つぎの被調査：着をきめる。

　8・2　　米望の追束調査の結果．

　この証果のお’もなるものノお・よびそれ．うから結鍮ぐ：れること

は、つき“のようなことであった，

　！　各世帯内でf加っていたノ〈の劃合別にしてみると，

　　　　　　　　　　　　　　　で，勧て砺万「…
縛帯輿　のうちで

、　ク㌣20％
ユ／へ40彩

’｝一｝｝　 R’

S！！勾6汐％

饗 9 ク ／ク

5／・N　2　o％

　／8

8／’v　／e　Opte

　4ク

すなわち、1メ、でも知っているスがいれは㌧その世帯内の凶は

ほとんど全部が知っていたといえる。

　2　誰か・ら遠いたか，謎に話したかは、記憶にたよるために？

あいまいで、その始：端や終端乞朗らかにでaなかった。しがし

この結累．伝わった長さ（K教）別に．通路の数をみると、つ
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1ぎ’の6うになる。

陰露翻1匿匿1霊溜
　　　　　　うるつきK’tの；貢3をみよ

すなわち，断路の授さが・一一…沓．掻かったのは4人松わった場含でノ

このようなfwa：路がSPts一あっだ．そうして・半分以」富め場合ノ1八、

だけによ：まってみり一膳とはいえないのであった。

　3　ヒでのべ：た遍路の長tElに討しで．つぎ’のようなモデルを

比えてみよう，いま情報を得たノしが，別のメ、に伝える確率を一・

定の値Pであるとずる．・こうしてr病訴の伝わ｝）方が独立にお

こなわれるとずると，拓＠擾さだけ伝わる硅華御は

　　　　　　　かし郎（7一爵）jt’　VL’w　1

となる、この撃均の蚕ミΣをγしとすれ，は・

　　　　　　　e　　　　エ
　　　　　　　恢，β　　　　　　　　　　　ノーP

縞る・・なお・こ匹とはヵ脚疏砺躍診…解卿‘‘の飯
からもいえるのである、ところで．上、の言忌2．でみた伝わった

擬さの乎均値は／・’／706である・」・it・・一を尻として・戸を勧

ると戸鶏Os　32となる・この戸・一一〇・3£にこもとついて，φ～．P2，

…・・■ �鴛赴浮ｵた感果が上：hの出目2の憲の理論値である、この理

論値は，喫さいの値とよく一一　Xする。そこで．このようなモデ

ノレに従って，情報が’伝わることが予想∴Σ津しる。

　4・　実際の世帯の地図の仁でノ伝わり方を画いた図≠・あるが．

ここでは省略するAしかし！4という／く、が（βがら闘いた／と．い

ったとき，βの方で／Aに噛した♪といっている場合はひとつ

もなかつ7三eこれは，　／醤毛したし’というのが：．　／翔いた、，にく

ら／’ぐ｝てず’つと少ないことにもよるのであろう、、

”！2



　8・：3　訟里の追回議壷の縮果

　1・　塞璽eと芝と：岡：e’く、短っているノくが他の／く、に復え6津

墾Pとして2ヲ1ンを港えびる訴だム重望れ尊晒賀会の酒面てしi6eと二ろ3嘱涛衰釦㌧

矛は知フている：皐が’／5∵0％．三つの嶺はノ9．ノ％である。花こで

戸の薩としては、三つ⑳駿では米霧の。・3身　をつかい，講演食

砺は蘇磁Xr鍔騙2∫と弱．戎弼ると調⑳
髭果と、王里のとaのモデルから得た理論値を’計算寸ると、つ

ぎのよピうになる。

讃響，
　　　　　　t

2ク跨
　丁匿　　叩「pt‘
／　1　・2　1　3f。卜紹

r一』’マーﾊ　「馨干「

教
　
璽

の
・
　
（

　
　
り

野
畑
｛

　
　
　
　
　
ド

壷
…
翠

　
「
よ

講
演
会
…

　19
h鎌継

縁1濫掘
匁1／9！f三ユ＿＿一

i一．ff，一．一L－h”一一1，，一一r．L一一．．一F一．　Z．f．”一一一a

…7十ヲ7卿l

　L．，一．一　1，　4／　i

－：：固

〃上図」

　2　いま三つの勲につL）て，宣伝と直養・に醤融したものの数

をN・tし・この〃・静ら醜グ穿る騨を酵し，三つ嬢
のある．）とを寿ロっていた総教を丁とする、会，4U衰～Yメ＼とす札

ば，

　　　丁　　砺　　／
　　　ノ〉一〃　／一一P

となるeこの戸の値は米壁の3でのべたことあら，か岱Pt，32
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’と推定．する。ま．た調査の惹き異ヵ＼う、

　　　α39一夢τ歳

　　　物　　　つ▽一＝＝ゑ59×〃・68＃A－2ク

ところが’繋際の調査：では心高宣．伝と梼融したものは、全体の

うちφ4％であった。この27％と4ヅ今ぢ惑いは、サンプルの

記憶の不十分なこ．と：や資同の：矛：表／モデルの妾壱性などによる

ものであろう駅，あ’う？Z　hて研・究狂｛｝する。
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　　　　　　　§9　南座£っの駁
　エ。　8月20旨（金）／9時より，滴座（岩谷堂町）で三つの歌の

瑛ぎ行がひうかれ’たζデ80・一），この南座三つの扱と、われわれ

の三つの毅とは，全く無翻侮仁おこなわ牲た。穿喫、われわれ

然’こ：れを知ったのは8A’　／8　El米里村でポズ9一によってであっ

たし、南崖の方では，われわれのを当日（3潟ノ！日）まで知ら

なかった。

　2t南座の溜込
　水θズクー30枝二伊手1、藤里プ，米里！．王望£．幽谷堂／を

　　　　　　　　昏昏ダ、＝稲瀬詑．幽幽原3

　　3色制，新聞敵2資大，、．寡嚢：λリ

　チうシz6’∂捜：岩谷堂町にある丁新薦店に舷績！♂τ痩の新

　　翻には5んだ，aこのうち約半分は岩谷堂溶出のもよう。

　　ぐぱ’っだ村：伊手，藤里．米里，王里、潔illの全村

　　　　　　　　田原．稲瀬、愛宗の1翻心

　　斥，緑のセンカ舐、優侍券つさ

　拡声器　函座より函こえる範囲は岩谷堂の甫衡地だけらしい。

　3。　翻査の交渉，方法

き周査をすることはノ8Mtに、承知してくれた，J当日に．なり．つぎの

掲示のような条件にした。この糸件ぱダ方から撚声器で，仁一

‘’” ﾈむ、とくにお各様へのサービスとしまして，先着500名

様にかぎ1〕柚せん券をさし一｝：．げます。1等はケOO円．前後賞と

しまして2ρ0円・・N・一一ンというEンクで’豊伝：をした。
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　ダフヤ（出ネし）かぐλ油鼠と同時に調査票を：渡し，記，入をして

もらい、モギリセ（改糺♪で入場券をチギルときに回敦し．引

き，17＼えに1’くじ引番号ノ．入りのカ’一一ドを；死した。

　4’結　果

…　「無募…写；；隊力1；適齢｝マ冴葱「｝ヂ鷹漢；

1∴∴囮⊥［㌶出子長てLl滋遍1馴

　　　　　　　　§！oむ　す　び

　以」二のべてきたように，われわれは生きている社会の中で，

グしも三白然でないような状況のもとで二二するこどを計卜し

た。　この調査の結果は完・全に威期したとはいえないが，つぎ

の研究への六きな是ジか1）4ぐ得られた。そうして，われわれは

5らにつぎの研完計画をたててのることは、はじめにのべたと

」ラ・りである。

　とくに，この計轟が成功しなかった原因のおもなもの琶あげ

E6



てみると，

　∠，調査賢として訓蘇の不す分な，高狡生を便ったこと。

2．宣伝択都会的な2F法でおこなわれ．叢村の審情から遊灘

したううみのあること。

　3，記億にたよる調をであるから，ニューースの杓塔乞相ち強

くしておく必要えバある二と。

4，　澄栄調査の方法亙改豫し．会面的にこの方法によること。

などである．
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